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化するなどを検討します。

サーバ2 スタンバイ

サーバ1 アクティブ
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ハートビートパケットをやり取りする
回線を冗長化して、サーバの稼働確認
を確実に行う

ハートビートパケット

HB
HB

図6.8.3　ハートビートパケットの交換

例題� 平成22年ネットワークスペシャリスト試験 午後Ⅱ 問1 改題

業務システムの再構築に関する次の記述を読んで，設問に答えよ。

［システム基盤の設計］
新業務システムは，アプリケーションサーバ（以下，APサーバという），デ
ータベースサーバ（以下，DBサーバという）及びSANストレージで構成する。
APサーバは，仮想サーバで稼働させる。DBサーバは，APサーバのアプリケ
ーションプログラムから使用される。T社では，仮想化機構を活用したシステ
ム構築は初めての経験だったので，DBサーバは，2台でアクティブスタンバイ
型のクラスタシステムを構成し，仮想化機構を利用しないことにした。クラス
タシステムでは，ハートビートパケットで各サーバの生存を確認するが，①各
サーバが稼働しているにもかかわらず，ハートビートパケットを受信できなく
なると，サービスを正常に提供できなくなる危険性がある。この障害を避ける
ために，②各サーバの生存確認を確実に行うための対応策を実施する。

設問
本文中の下線①の状況の発生で，サービスが正常に提供できなくなるDBサー
バの状態を，40字以内で述べよ。また，下線②の対応策の内容を，25字以内
で述べよ。


